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 2002年の春、生物環境科学研究センター（CNES：Center for Natural Environment Sciences）が開設されました。 
 本センターには、３つの研究室・実験室、公開教室、情報ホール、ミーティングルームなどの施設と、超高速リアルタイ
ム定量遺伝子増幅装置、LC/MS/MS、イオンクロマトグラフ装置、全リン・全窒素測定装置、全自動窒素炭素同位体質量分析
装置、植物汚水浄化実験プラントなどの最新鋭の機器や装置が設備されています。 
 また、本センターは建物自体が研究用の装置となっており、緑化研究用屋上・壁面、屋上～庭のカスケード型実験用ビオ
トープ池、地下水とヒートポンプによる床冷暖房システム、太陽光・風力発電などを備えています。 

ストローベイルハウス 
情報ホール 

 情報ホールでは、ポスター展示や
研究発表会、その他イベントが行わ
れます。 
 
 ←ペレットストーブ：木質チップ（破
材や間伐材を加工したもの）を燃料
とし、薪を燃やしたような煙がほと
んどでない、環境にやさしいストー
ブです。 

全自動窒素炭素同
位体質量分析装置  

LC/MS/MS 

 実験室には、精密な大型
機器があります。 
LC/MS/MS:蛋白質を構成
しているアミノ配列を解析
する機械（上） 
全自動窒素炭素同位体質量
分析装置（下） 
 
 実験室以外にも、測定機
器が多数設置されています。
手を触れないようにお願い
いたします。 

パーマカルチャーガーデン 

ストローベイルハウス 

 パーマカル
チャーガーデン：
果樹や野菜、様々
な植物が繁茂して
います。 
 

 ストローベイル
ハウス：主に、藁
と土から出来てい
ます。ハウス内は、
外気と比較すると、
夏は涼しく冬暖か
いという性質があ
ります。 

屋上緑化 

         
屋上緑化と壁面緑化：      →  
 施設には屋上緑化用・壁面緑化用
の研究施設が施され、屋上を緑化し、
さらに壁面を緑化することで建物内
部に対する断熱性の検証や、屋上緑
化・壁面緑化に適した植物の選抜お
よび栽培法の研究を行っています。
緑化に利用する植物は、周囲の田園
環境と調和した景観形成をも考慮し
ています。 

壁面緑化 

←ビオトープ： 
屋上と情報ホール南面のビオ
トープ池を上下につなぐカス
ケード（傾斜地にある庭園な
どで、階段状に流した水の流
れ）型の水循環系システム。
庭ビオトープ池と屋上池の水
を循環させることによる水質
の変化と生物相の関係、屋上
直下の室内の温熱環境と断熱
効果の実験等を行っています。 

ビオトープ 

ビオトープ（屋上） 

パッシブプロムナード 

アースチューブ 

 パッシブプロムナードとは、吹き抜けになった半屋外的な空間
をいいます。この空間があることで、夏には室内に直射日光
や熱気が直接入り込まないようにし、冬には暖まった室内の
熱を奪われないようにする働きがあります。この空間がある
ことで室内の温度変化が緩和されます。 
  
 
 
 
 
 
 
 

風の塔 

 風の塔とは、暖かい空気が上に溜まる性質を利用し、夏は温度の高い空
気を逃がし、冬は暖かい空気を下におとして暖房として利用する試みです。 
 アースチューブは、土の中に埋められた円形のチューブのことで、温度変
化の少ない地中にあるチューブ内の空気を室内に取り込むことで、冬は暖
房に、夏は冷房に利用しています。特に夏は、地下60ｍからくみ上げた地
下水で空気を冷却して冷房効果を一層高める工夫がしてあります。冷却に
利用した地下水は、再び地下に戻しています。 

リビングマシーン 

←リビングマシーン：植
物と微生物の共生を活
用した汚水浄化の実験
プラント（植物汚水浄
化装置）を設置し、こ
れらのミニ生態系によ

る汚水浄化施設の開発
に資するための基本的
な研究を行っています。 

植物汚水浄化装置 

 水田、特に棚田における水質の浄化機能と水稲
の生産などの実験を通して環境保全型農業の検証
を行っています。除草や害虫駆除にはアイガモ農
法を導入しています。 

 こうした研究によって、生物資源生産において
環境保全のための物質循環メカニズムの解明を
行っています。 

棚田 


